
「たばこ」は町内

で買いま′しょう

3月分で町に入

ったお金は

2．268．900円です
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新
議
員
に
よ
る
初
の
譲
会
は
毒
局
で
、
新
ら
し
い
諌
員
パ
ッ
チ
を
胸
に
つ

け
て
も
ら
い
仮
議
席
に
着
席
し
た
中
で
最
年
長
議
員
の
山
本
頼
生
氏
が
臨
時
議

長
と
し
て
事
務
局
よ
り
照
合
さ
れ
、
町
長
挨
拶
、
助
役
に
よ
る
町
執
行
部
の
照

会
、
新
議
員
の
自
己
照
会
が
お
こ
な
わ
れ
臨
時
議
長
の
開
会
の
宜
言
に
よ
っ
て

議
会
議
長
の
選
挙
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

希
望
に
燃
え
る
新
議
員
は
町
民
の
信
託
と
期
待
に
答
え
る
ぺ
く
日
程
第
ｌ
の

の
議
長
選
挙
に
真
剣
に
取
り
く
み
翌
日
午
前
1
時
頃
ま
で
か
か
っ
て
審
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

第
2
回
継
続
会
議

続
い
て
5
月
ュ
4
日
午
後
1
時
よ
り
臨
時
議
会
第
2
回
細
線
会
議
が
開
催
さ
れ

副
議
長
の
選
挙
、
常
任
委
鼻
の
選
任
等
次
々
に
諌
案
が
審
議
さ
れ
午
後
8
時
頃

仝
議
案
の
審
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

新
議
会
の
構
成
決
る

議
　
長
　
　
入
　
江
　
　
　
誠
　
議
　
員

副
議
長
　
　
浦
　
田
　
重
　
夫
　
議
　
員

監
　
査
　
　
高
　
橋
　
次
　
生
　
議
　
員

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
終
る

四
月
二
十
五
日
お
こ
な
わ
れ
た
水
巻
票
所
の
投
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

町
焼
金
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
、
各
段
す
。

町議会議員選挙投票所別結果表

投票所ｉ　場　所　憎簑ｌ詣恒票率

茸
17，426115，628

高松区　集会所

猪　熊　小　学　校

初　議　会　風　景

構成表常任委員会

特別委員会

総
務
・
財
政
委
員
会

委
員
長
　
小
柳
重
年

副
葺
長
　
石
橋
国
利

入
江
誠
、
栗
川
正
雄
、
田
中
博
、
松

島
朝
久
、
川
添
定
継
、
石
塚
章
、
原

田
宮
穂
、
新
川
隆
昌

文
教
厚
生
委
員
会

書
見
長
　
鳥
谷
利
光

副
委
員
長
　
占
部
裕
子

江
藤
一
正
、
浦
田
重
夫
、
原
口
操
、

井
地
直
江
、
永
沼
才
、
裾
間
弘
祐

産
業
・
建
設
委
員
会

委
員
長
　
加
納
　
弘

副
委
員
長
　
森
安
一
朋

高
橋
次
生
、
吉
田
衝
、
白
石
磯
久
男

山
本
頼
生
、
峯
浦
、
遮
、
大
場
寿
基

雄
閉
山
問
題
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
　
川
添
定
継

副
委
員
長
　
田
中
　
博

新
川
隆
昌
、
原
口
操
、
石
橋
国
利
、

占
部
裕
子
、
栗
川
正
雄
、
江
藤
京

原
田
嘗
穂
、
鳥
谷
利
光

町議会議員一般選挙
当選者および得業数
投薬総数　15，628

有効投票数
無効投票数

誠
雄
男
祐
江
朋
博
久
正
葦
利
通
子
生
生
才
弘
昌
継
喬
操
夫
雄
年
碑
光
生
明
普
俊
雄
隆
郎

正
久
弘
直
一
朝
一
国
　
裕
次
頼
　
　
隆
定
　
　
重
基
重
富
利
長
善
　
利
曙
保
一

機
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寿
　
　
　
　
　
　
　
　
伝

江
川
石
間
地
安
中
島
藤
塚
橋
浦
部
橋
本
沼
納
川
添
田
口
田
場
柳
田
谷
中
木
口
本
野
生
崎

入
粟
白
福
井
森
田
松
江
石
石
峯
占
高
山
永
加
新
川
吉
原
浦
大
小
原
島
田
栗
山
山
早
瓜
江

選
遥
遠
遥
遠
選
選
選
遠
道
遥
遠
遥
遠
選
選
選
選
選
遥
遠
退
避
遠
選
選
点

当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
次

久
保
田
勝
馬
氏
一
計
決
に
努
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
二
、
河
川
、
溜
池
、
水
路
な
ど
に
勝
手

新
行
政
相
談
員
に

前
任
者
の
三
好
芳
太
郎
氏
は
昭
和
4
2
　
や
し
尿
、
そ
の
他
の
汚
物
を
棄
て
た

年
よ
り
4
年
の
間
皆
さ
ん
の
不
満
や
苦
　
り
流
し
た
り
し
な
い
こ
と
。

国
が
行
っ
こ
の
た
び
妄
上
の
都
合
で
辞
め
ら
れ
　
に
橋
を
か
け
た
り
土
管
を
い
け
た
り

て
い
る
事
業
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
し
な
い
こ
と
。

や
行
政
、
国
　
行
政
相
談
員
は
行
蟄
局
か
ら
直
三
㍍
刷
∵
瀾
‥
Ｌ
濾
摺
欄
漂

が
町
村
に
委
捜
任
じ
ら
れ
る
も
の
で
相
談
を
っ
け
た

任
し
て
い
る
事
務
な
ど
に
お
い
て
み
な

さ
ん
の
不
満
や
苦
情
を
き
き
あ
っ
せ
ん

解
決
す
る
行
政
相
談
員
に
4
月
1
日
よ

り
久
保
田
勝
席
氏
が
な
ら
れ
ま
し
た
。

こ
と
は
絶
対
に
秘
密
を
守
り
、
管
察
局

の
職
員
と
遠
に
問
題
の
解
決
に
あ
た

り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
も
ど
し
ぐ
ど
相

談
く
だ
さ
い
。

「
5
月
は
河
川
愛
護

月
間
」

川
を
き
れ
い
に
し
よ
う

五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

河
川
愛
護
月
間
で
あ
り
ま
す
。

河
川
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
欠
く

こ
と
の
出
来
な
い
飲
料
水
や
農
業
の
か

ん
が
い
用
水
、
産
業
発
展
に
必
要
な
工

業
用
水
と
な
り
、
私
達
の
生
活
に
密
着

し
、
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
。

の
他
の
汚
物
等
の
投
棄
に
よ
っ
て
よ
ど

さ
れ
、
悪
臭
の
ひ
ど
い
ど
ぶ
川
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
タ
蚊
″
や
タ
は
え
″
が

発
生
し
た
り
飲
料
水
、
か
ん
が
い
用
水

な
ど
の
利
水
の
上
に
も
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
こ
で
毎
年
五
月
を
「
河
川
愛
護

月
間
」
と
定
め
住
民
皆
さ
ん
と
協
力
し

て
、
オ
川
を
き
れ
い
に
■
す
る
運
動
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
水
に
親

し
む
委
節
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
次
の

「
河
川
愛
護
」
の
主
旨
を
良
く
守
り
皆

ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
す
る
よ
う
心
が

と
こ
ろ
が
、
最
近
河
川
は
、
工
場
廃
け
ま
し
ょ
う
。

の
あ
る
と
こ
ろ
は
い
つ
も
魚
の
住
め

る
よ
う
き
れ
い
に
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

四
、
河
川
、
溜
池
、
水
路
な
ど
利
用
さ

れ
る
場
合
、
役
場
や
建
設
省
の
工
事

々
事
所
、
県
の
土
木
事
務
所
に
ど
相

談
下
さ
い
。

高
松
球
場
管
理

（

5

月

1

5

日

）

日
炭
か
ら
町
体
協
へ

日
本
庚
額
の
閉
山
に
よ
り
管
理
が
間

堤
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
、
高
松
球
場

（
古
賀
区
）
が
、
こ
の
程
日
杢
灰
碗
保

健
組
合
と
町
体
育
協
会
と
の
間
で
話
し

合
い
か
つ
卓
、
五
月
十
五
日
か
ら
当
分

の
間
町
体
育
協
会
が
管
理
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

使
用
ど
希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会

液
や
生
活
廃
水
を
は
じ
め
、
ゴ
ミ
や
そ
て
河
川
、
溜
池
、
水
路
な
ど
に
ゴ
ミ
社
会
教
育
係
内
水
巻
町
体
育
協
会
事
務
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民
主
的
な
運
営
で

諸
問
題
に
対
処

入
江
誠
議
会
議
長

私
は
去
る
四
月
の
統
一
地
方
選
挙
に

お
い
て
町
民
各
位
の
絶
大
な
る
勧
支
援

に
よ
り
ま
し
て
再
び
水
巻
町
議
会
議
員

に
当
適
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、

五
月
十
一
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
初
議

会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ど
推

挙
に
よ
り
再
度
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た

こ
と
は
、
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
責
任
の
重
大
さ
右
痛
感
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ど
承
知
の
よ
う
に
本
町
は
日
庚
閉
山

に
よ
っ
て
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。炭

硬
々
書
の
問
題
、
水
道
切
換
え
間

髄
、
社
宅
問
題
、
離
職
者
対
策
、
日
炭

所
有
地
の
再
開
発
等
々
、
山
稜
す
る
諸

問
題
の
解
決
を
は
か
り
、
水
巻
町
再
建

の
為
、
町
長
以
下
執
行
部
と
協
力
し
て

町
民
の
皆
様
の
付
託
に
こ
た
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
患
っ
て
お
り
ま
す
。

又
議
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
会
制
民
主
々
議
を
基
本
に
し
小
数
意

見
を
充
分
取
り
入
れ
た
中
で
円
満
な
運

営
に
努
力
致
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で

前
線
会
同
様
か
わ
ら
ぬ
ど
支
援
と
ど
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

甚
だ
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
議
長
就

滅
ど
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

印
鑑
証
明
は
、
公
正
証
善
の
作
成
、
　
す
。

不
動
産
の
登
記
売
買
、
権
利
の
取
得
放

棄
、
あ
ら
ゆ
る
保
証
契
約
等
、
そ
の
他

社
会
経
済
活
動
の
中
で
広
く
使
わ
れ
て

お
り
。
財
産
の
信
用
を
左
右
す
る
き
わ

①
今
ま
で
、
手
書
き
し
て
い
た
も
の

を
へ
登
録
し
て
あ
る
－
印
鑑
の
原

票
を
電
子
複
写
機
で
写
し
た
も
の

㊦
外
人
登
録
手
帳

㊤
職
員
に
よ
る
保
証

⑳
文
書
照
会
　
（
郵
送
）
　
に
よ
っ

て
、
そ
の
回
答
に
よ
る
。

「
印
鑑
登
録
証
明
睾
」
を
交
付
し
◎
印
鑑
手
帳
交
付
手
続
方
法

①
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏

名
。
氏
。
名
、
又
は
氏
及
び
名

の
一
部
を
組
み
合
せ
て
い
な
い
も

の
。

⑧
職
業
等
、
他
の
事
項
麦
ロ
せ
て
あ

め
て
大
切
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

最
近
、
急
速
な
経
済
の
成
長
に

よ
っ
て
、
社
会
機
構
や
生
活
環
境

は
、
ま
す
ま
す
多
用
化
複
雑
に
な

り
、
経
済
行
為
の
活
発
化
は
「
印

鑑
証
明
」
の
需
要
を
増
し
、
ま
た

ます。．

現
在
、
印
鑑
登
録
し
て
あ
る
方
は

印
鑑
証
明
制
度
が
変
わ
り
ま
す

7

月

1

日

よ

り

］

重
用
な
役
割
り
を
も
つ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ

の
よ
う
な
状
況
よ
り
、
今
回
不
正

防
止
と
正
確
を
期
す
た
め
、
七
月
一

日
よ
り
印
鑑
証
明
の
方
法
が
変
わ
り
ま

す
。

◎
主
に
変
わ
る
と
こ
ろ
は
次
の
点
で

⑧
印
鑑
登
録
済
証
明
番
（
印
鑑
手

帳
）
を
交
付
し
ま
す
。

⑧
登
録
時
の
本
人
悪
風
の
確
認
方
法

は
次
の
い
づ
れ
か
で
す
。

⑦
身
分
証
明
書
（
写
真
付
き
、
割

ｈ
印
の
あ
る
も
の
）

画
各
種
免
許
証

七
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
、
登
録
印
鑑

を
持
参
の
う
え
、
「
印
鑑
登
録
済
証

明
書
（
印
鑑
手
帳
）
」
の
交
付
申
し

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
登
録
で
き
な
い
印
鑑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

る
も
の
。

⑨
ゴ
ム
印
、
そ
の
他
印
形
の
変

化
し
や
す
い
も
の
。

④
印
影
の
照
合
が
困
難
と
み
と

め
ら
れ
る
も
の
。

⑨
か
け
た
り
、
す
り
へ
っ
た
り

し
た
も
の
。

⑨
ふ
ち
の
な
い
も
の
。

①
特
に
大
き
い
も
の
（
印
影
の
大
き

さ
が
2
5
％
以
上
）

特
に
小
さ
い
も
の
（
印
影
の
大

き
さ
が
6
％
以
下
）

局
ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
連
絡
先
）
①
0
4
0
3

日
本
赤
十
字
社
々
員

募
集
中

二
五
月
は
赤
十
字
の
月
で
す
。

一
、
日
本
赤
十
字
社
は
社
員
に
よ
っ
て

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
く
な
く
と

も
一
世
帯
当
り
一
人
（
三
〇
〇
円
）

以
上
の
社
風
に
ご
加
入
下
さ
い
。

一
、
日
本
赤
十
字
社
の
事
業
内
容

○
災
害
救
護
（
火
災
、
水
害
、
発
生
時

の
寝
具
医
療
品
）

○
血
披
セ
ン
タ
ー

○
胃
、
婦
人
ガ
ン
巡
回
検
診

○
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
．

〇
病
院
、
珍
療
所
の
設
置
経
営

○
そ
の
他
福
祉
事
業
に
関
す
る
革

問
い
合
せ
は
厚
生
課
へ
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訝

（2）喝和46年5月20日　　レ

』
囁
増
錮
脳
麒

－
噸
・
・
弟
＼
虜
望
蒜
畢
老

四
月
二
十
五
日
の
町
議
会
犠
員
選
挙
に
お
い
て
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

佃
、
今
回
か
ら
議
艮
定
数
が
二
十
六
人
に
な
り
ま
し
た
。
新
議
員
の
今
後

の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
（
抽
せ
ん
に
よ
る
議
席
番
号
順
）

㊤
か
ら
氏
名
・
年
令
・
槙
貝
以
外
の
職
業
・
住
所
・
所
属
党
派
・
元
現
新
別

・
当
選
回
数
）

′
－
ュ
．
．
′
．
，
…
√
ヽ
一
才
．
・
．
一
ｌ
・
．
．
Ｊ
ｌ
ｌ
∫
三
ヽ
′
．
一
・
．
．
／
ｔ
，
．
．
．
・
．
1
」

康
破
離
職
者
就
職
相

談
室
開
設

突
然
の
日
本
炭
硬
閉
山
は
多
数
の

離
職
者
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
事
態
に
対
し
5
月
1
日
よ
り
役

場
玄
関
横
に
就
職
相
談
室
を
も
う
け

2
名
の
相
談
員
を
配
置
し
、
一
人
で

も
多
く
再
就
職
出
来
る
棟
に
相
続
を

受
け
て
お
り
ま
す
の
で
ど
利
用
下
さ

い
。

時
効
延
長
に
な
る

「
引
揚
げ
者
特
別
交
付

金
」

引
揚
げ
者
の
皆
さ
ん
、
こ
の
特
別

交
付
金
は
外
地
で
「
生
活
の
本
拠
」

を
一
年
以
上
も
っ
て
い
た
人
が
終
戦

と
い
う
や
む
を
え
な
い
理
由
に
よ
り

い
間
つ
ち
か
っ
て
造
あ
げ
た
財
産
や

一
切
の
生
活
を
営
む
権
利
を
失
う
と

い
う
特
異
な
状
態
に
対
し
国
が
特
別

の
政
策
的
措
置
を
講
じ
、
こ
れ
に
報

い
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す

今
ま
で
大
部
分
の
人
が
紳
求
手
続

を
終
了
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
戦
後
2
5

年
を
経
過
し
た
今
日
、
諦
求
に
必
要

封
酢
仰
臥
酎
封
封
．
′
・
．
…
酎
酎
酎
お
‥

1
引
揚
げ
者

2
昭
和
4
2
年
7
月
3
1
日
以
前
に
死
亡

し
た
引
揚
者
の
遺
族

3
終
戦
後
引
揚
げ
前
死
亡
者
の
遺
族

お
聞
合
せ
は

目
顔
電
話
5
～
4
。
普
通
電
話
①
0

6

3

ュ

な
資
料
の
収
集

な
ど
の
理
由
で

未
だ
請
求
さ
れ

て
い
な
い
方
も

お

知

ら

せ

㌔
本
邦
に
引
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
、
長

お
ら
れ
ま
す
の
で
1
人
で
も
多
く
の

人
が
受
け
ら
れ
る
棟
に
紳
求
期
限
を

1
年
間
延
長
し
て
昭
和
4
7
年
3
月
3
1

日
ま
で
有
効
と
い
た
し
ま
し
た
の
で

ま
だ
請
求
さ
れ
て
な
い
方
は
出
来
る

だ
け
早
く
請
求
下
さ
い
。

該
当
者

（
外
地
に
終
戦
ま
で
引
続
き
1
年
以

水
巻
町
役
場
厚
生
課
援
護
係

〃
北
九
州
市
営
バ
ス

利
用
者
へ
〃

北
九
州
市
営
バ
ス
「
折
尾
駅
前
案

内
所
」
に
お
け
る
通
勤
定
期
乗
車
券

の
取
扱
い
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
間
違
い
の
な
い
よ
う

1
　
申
込
受
付
に
つ
い
て

．
午
前
7
時
ク
か
ら
．
午
前
9
時

″
ま
で
の
間
に
申
込
書
と
代
金
を

お
あ
ず
か
り
し
ま
す
。
こ
の
際
、

引
換
券
を
お
渡
し
し
ま
す

2
　
引
換
券
と
定
期
乗
車
券
の
交
換

に
つ
い
て

申
込
受
付
の
翌
日
．
午
前
7
時
■

か
ら
．
午
前
9
時
■
ま
で
の
間
に

引
換
券
と
交
換
に
定
期
乗
車
券
を

お
渡
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
継
続
申
込
者
は
、
引
換

券
と
旧
定
期
乗
車
券
を
併
せ
て
操

出
し
て
下
さ
い
。

3
　
休
日
に
つ
い
て

日
曜
日
・
祝
日
・
1
月
ュ
・
2
・

3

日

・

ュ

2

月

2

9

・

3

0

・

3

1

日

な
お
、
申
込
受
付
の
翌
日
が
休
日

の
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
に
お
渡

し
し
ま
す
。

腰ｌ一一…一．．‥▼一．1．．．一一ｌｌｌｌｌｌｌｌｌ一、‥‥1．－11－1一‥－一…‥ｌ一～．‥ｌｌｌｌｌ‥ｌｌ1－1－‥ｌｌｌ、ｌｌｌ、ｌｌ

石
塚
章
（
い
し
づ
か
あ
き
ら
）
4
9
歳
占
部
裕
子
（
う
ら
ぺ
ひ
ろ
こ
）
5
5
歳

鉄
工
業
吉
田
三
無
現
当
2
　
団
体
役
員
鯉
口
区
共
現
当
5

苧
蝕
ｃ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
鼓

ム
∵
ユ
∴
∴
．
Ｊ
ｒ
Ｐ
　
′
す
り

第
6
回
水
巻
町

社
会
人
野
球
大
会

第
6
回
町
長
旗
争
奪
水
巻
町
社
会
人
野
球
大
会
（
町
教
育
委
員
会
、

町
体
育
協
会
主
催
）
が
、
5
月
2
、
3
、
5
の
3
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
炭
濱
閉
山
な
ど
で
参
加
チ
ー
ム
は
昨
年
よ
り
3
チ
ー
ム
減
り

1
1
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、
各
チ
ー
ム
と
も
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

襲
口
決
乗
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
優
勝
　
球
　
友

※
準
優
勝
　
水
巻
町
役
場

襟
度
優
秀
選
手
賞
　
頒
清
春
（
球
衣
）

※
敢
脚
選
手
賞
　
　
田
中
亥
三
雄
（
水
巻
町
役
哲

昭

和

4

6

年

水
巻
町
体
育
競
技
大
会

住
民
の
健
康
増
進
と
明
る
い
豊
か
な

町
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
、
水
巻
町
体
育
競
技
大

会
を
左
記
要
項
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

気
軽
に
参
加
下
さ
い
。

Ｉ
期
日
　
6
月
1
3
日
（
日
曜
日
）

Ⅱ
競
技
種
目

①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
（
9
人
制
）

会
場
水
巻
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

〇
一
般
男
・
女
、
中
学
男
・
女

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

㊥
卓
球
競
技

会
場
　
水
巻
町
民
会
館

〇
一
般
男
・
女
、
中
学
男
・
女

⑨
軟
式
庭
球
競
技

会
場
　
旧
日
炭
技
専
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
（
雨
天
順
庵
）

〇
一
般
、
中
学

④
剣
道
競
技

会
場
　
机
小
学
校
講
堂

〇
一
般
、
中
学
、
小
学

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

⑨
弓
道
競
技

会
場
　
水
巻
町
弓
道
場

Ⅲ
申
込
受
付
に
つ
い
て

当
日
会
場
で
し
ま
す
が
、
出
場
が
決

定
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
事
務
局

（
⑳
0
4
0
且
に
連
絡
下
さ
い
。

第6回水巻町社会人野球大会結果表

優　勝　　球　友
ｌ

オ
リ
エ
ン
タ
ル

水

巻

役

甥

目

顔

商

事

水
巻
ク
ラ
ブ

頃
末
ク
ラ
ブ

セ
ネ
タ
ー
ス

ベ
ン
ト
ナ
イ
ト

古
　
螺
　
区

受
　
　
　
球

つ
つ
し
ん
で
お
く
や

み
も
う
し
あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に
か
え

多
額
の
金
品
を
社
会
福
祉
協
額
会
に

ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ど
め
い
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
大
貝
ト
子
（
猪
熊
）
大
貝
朋
之

故
藤
崎
サ
タ
（
宮
田
三
）
藤
崎
香
二

故
住
吉
フ
ミ
エ
（
樋
口
）
住
吉
清
隆

故
山
本
時
男
（
吉
田
区
）
山
本
繁
子

故
高
尾
ハ
ヤ
′
（
頃
末
）
高
尾
香
代

子
。
故
大
庭
タ
メ
子
（
吉
田
こ
大

底
恵
。
故
野
崎
清
一
（
新
生
街
）
野

崎
房
夫
。
故
毛
利
ツ
ネ
（
梅
ノ
木
区

）
毛
利
友
市
。

お

舵

び

…

一
．
■
≡
．
．
1
－
．
．
．
．
．
■
■
．
．
≡
．
用

4
月
ュ
9
日
発
行
の
広
報
に
お
い
て
、

次
の
と
こ
ろ
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
し
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま

す。．
〇
昭
和
4
6
年
度
当
初
予
算
中
歳
入
、
歳

出
グ
ラ
フ
の
入
れ
変
わ
り
。

○
歳
出
申
百
分
比
の
あ
や
ま
り
。

○
水
巻
町
役
場
案
内
図
申
、
産
業
建
設

課
農
林
係
「
農
地
委
員
会
」
　
「
農
業

委
員
会
」
へ
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